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都道府県名 鳥取県

市 町 村 名

事 業 名

事業の趣旨・目的

実 施 期 間

所 要 見 込 額 1,404,000 円

地域の実情と課題

事 業 内 容

１　結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援を行うための仕組みの構築
●県事業計画の以下の事業の実施にあたり、県と連携する。
　　　○ シニア世代の孫育て事業
　　　○ 少子化対策理解促進啓発フォーラム（仮称）開催事業

２　結婚に向けた情報提供等

●県事業計画の以下の事業の実施にあたり、県と連携する。
　　　○ 結婚イメージアップ事業
　

３　妊娠・出産に関する情報提供
●県事業計画の以下の事業の実施にあたり、県と連携する。
　　　○ とっとり若者研究会（仮称）事業

・本町の人口は平成7年度17,228人をピークとして減少傾向にあり、少子高齢化が進行している。
[平成26年5月1日現在 15,735人⇒（将来推計人口）平成52年 11,051人]
　なお、この傾向は今後も続くものと予想される。
　そこで、本町の出生率を上げるために、結婚につながる支援と母親に対する育児・家事支援の
視点から、今まで取り組んでいない新規の２事業を実施していきたい。

●母親の子育て負担感軽減のための「男性の育児参加・家事参加促進事業」

・母親が中心となり育児に関わっている中で「相談者の不在」「理解者の不在」「家庭内での固定
的役割分担による家事負担」などが顕著になってきており、母親の育児負担感は大きくなる一方で
ある。
・また、育児・家事負担の増加から共働きの継続が難しくなることもあり、母親の就労における重
要な問題の一つであると考えられる。
・共働き率の高い北栄町においては、家庭内の育児・家事時間を夫婦でいかに分担するか工夫する
必要がある。
・一方、祖父母等との同居や町内に別居する率の高い北栄町においては、祖父母や地域の子育て経
験者の支援が得られ、子育てをし易い環境にあるが、さらに「地域で行う子育て」意識の向上を図
ることが課題でもある。
そこで「男性の育児・家事参加意識の醸成」「男性の育児・家事参加促進」「地域で関わる子育て
意識の醸成」の３本の柱をコンセプトとして本事業を実施する。

地域少子化対策強化事業実施計画書（市町村分）

北栄町

北栄町少子化対策強化事業

●少子化問題の背景には、母親の「育児負担感」「経済的負担感」等がある。
母親の子育て負担感軽減のために男性の育児参加の意識向上及び家事分担の促進に取り組む。

交付決定後～　平成２７年３月３１日



事 業 の 効 果

都 道 府 県 と の
連 携 方 法

●母親の子育て負担感軽減のための「男性の育児参加・家事参加促進事業」

・父親が育児・家事に関わることにより、母親が多様な働き方を選択できる社会の実現に繋がる。
・祖父母や地域の人たちが子育てにどのようにかかわっていったらよいのかを具体的に学び、自分
たちの役割が明確になり、積極的に子育てを支援していくことが出来るようになる。
・育児・家事に関心のある会員が、行政主導型ではない「子育てサークル」（現在本町にはない）
を立ち上げる良い機会となる。

県の事業方針に添って、連携してこの事業を進めていく。

事　業　内　容

４　結婚・妊娠・出産・育児をしやすい地域づくりに向けた環境整備
●母親の子育て負担感軽減のための「男性の育児参加・家事参加促進事業」1,404,000円
【内　容】・セミナー（５回）　・対象人数　50名
１・男性の育児家事参加意識醸成のためのセミナー（3回）
　①ママ向けセミナー
　②パパ向けセミナー
　③夫婦同時参加セミナー

２・男性の育児家事参加促進セミナー（１回）
　・実際の育児や家事のスキルアップを目指すセミナー
（講演のみではなく、体験型のセミナーとする）

３・祖父母・地域のための子育てサポートセミナー（１回）
　・祖父母や地域の人たちが子育てにどのようにかかわっていったら良いのかを具体的に明らかに
するセミナー

・町は、セミナー修了後、この受講者が中心となり「子育てサークル」を立ち上げ、楽しく育児・
家事ができるような情報共有の場及び活動の場を設けることに繋げる。（交付金対象外）

【経　費】１,４０４,０００円(税込）
(セミナー業務）
１－①・ママ向けセミナー(1回）　　　　　 　講師報償費185,000円 　   旅費20,000円
　－②・パパ向けセミナー(1回）　　　　 　　講師報償費200,000円　 　 旅費70,000円
　－③・夫婦同時参加セミナー(1回）　  　　 講師報償費200,000円　　　旅費70,000円
　　２・育児家事スキルアップセミナー(1回） 講師報償費190,000円　　　旅費20,000円
　　３・子育てサポートセミナー(1回）　　　 講師報償費190,000円      旅費 5,000円

（コーディネート業務）
　・各セミナーコーディネート全般　　　　　　　 　150,000円
　　（講師手配・会場セッティング手配等）
　
　・合計        　　　　　　　　　　　　　　　 1,300,000円

 
【先駆性】
 ・「イクメンを育てるのはママだ」というママ向けセミナーに始まり、パパ向けセミナーでは
「育児に参加することのメリット」を中心に育児・家事へのモチベーションを上げ、さらに夫婦同
時参加セミナーで、今後の継続的な行動へと繋げていく。この一連の流れを経てから体験型セミ
ナーを受けるので、実際の育児や家事のスキルアップに繋がりやすいという点。

・夫婦がそれぞれにセミナーを受けた後「お互いに意識や行動がどのように変わったか？問題点は
何か？」等を話し合うことで、今後の育児・家事の継続的な行動に繋げる点。
・講演形式のみならず「グループワーク」による参加型セミナーと体験型セミナーを組み合わせて
いる点。
・セミナー終了後、父親・祖父母も参加できやすいような「子育てサークル」を立ち上げる点。
・「子育てサークル」の今後の活動については、この講習会の受講者がリーダー的役割を果たし、
基本的には会員で運営し、定例会等を設けることとする。その中において子育て世代（パパ・マ
マ）・祖父母・地域の方との交流を図り、育児・家事についての情報交換の場となる点。


